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自己紹介
４７（南砺市井波地域出身）

＜井波小、中＞野球スポーツ少年団、野球部

＜高校＞：砺波高校理数科卒業 野球部主将（最後の富山県大会ベスト３６）⇒５０年ぶり富山県大会ベスト４

＜大学＞東京農業大学農学部林学科卒（現地球環境科学部森林総合科学科）⇒今はない（学科変更）

＜社会人＞日本でも有数の林業家の会社へ就職⇒県庁⇒３０歳から家業へ

その他の職

●社会系

・井波地域づくり協議会地域づくり部会 副部会長

・井波日本遺産推進協議会ワーキンググループ 座長

・いなみ本町通り商店街振興会 理事

・南砺市商工会井波支部 理事

・南砺市観光協会井波支部 理事

●ビジネス系

・南砺森林資源利用協同組合 副理事長

・（一社）ジソウラボ 代表理事

・となみ衛星通信 社外取締役

・なんとエナジー 取締役副社長

・㈱知能システム 取締役社長
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（株）島田木材の事業の内容

作業道開設 間伐作業
木材運搬(ヒアブ１台）

植栽（年間2.0ha) 商品 樽

造材作業

丸太生産（8,000m3）

建築用木材製材（地元製材所へ外注）見学

森林組合等
請負事業
24％

丸太販売
４０％
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不動産
２０％

製樽事業等
１６％



富山県の森林状況 （広葉樹の可能性）

•総土地森林面積 全国 ３２位

・民有林面積 〃 ３８位

・民有林蓄積 〃 ３７位

•人工林面積 〃 ４２位

•人工林率 〃 ４４位

•人工林蓄積 〃 ４０位

•素材生産量 〃 ４０位

搬出する材の40～50％はC,D材
現況は全国下位（😢）
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全国的に上位な指標

•なめこの生産量 全国 １３位

•外材依存率 〃 ７位

•民有林林道密度 〃 ２位

•保安林率 〃 １位

•植生自然度 〃 ３位

◎自然度が高い
◎豊かな広葉樹資源がある。
◎自然が守られている。
◎出材できる環境がある。
◎低コストで森林の管理ができる。
◎水資源が豊かである。
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樹齢250年生のスギ
（最終目標80本/ha（10,000m2)

１本当たり占有面積125m2（37坪専用）
⇒住宅の平均敷地面積と近い

木が成長に必要とする広さ＝人の居住スペース

70年生のスギ
（最終目標は？）

180年後の姿

◎木（特に針葉樹）は１５０年以上たっても生き続ける生物であり、生活資材であり、エネル
ギーになりうる資源である。
⇒これだけ持続可能なものは地球上にあるのか？？？
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富山湾

庄川

砺波平野

井波・庄川



CLT構造建築

ミズナラを活用した製樽事業

日本発のジャパニーズウィスキーボトラーズ事業 8

注力事業
ウィスキー樽関連事業



樽づくりのきっかけ

◆２００４年～２０１３年 ナラ枯れ発生

◆２００５年（平成１７年～ 北陸コカ・コーラ うるおいの森づくり

9



●カシナガの影響をうけてナラ枯れしているのは、
これからまさに利用価値の高いミズナラだ。
●ミズナラといえばウィスキー樽。ミズナラが枯
れてしまう前に有効に活用することができないか
な？？
●井波の木の技術も活かせるのはないか？
●息子がウィスキー取り組んでいるので、話をし
てみてはどうか？

●若鶴にもお抱え樽職人がいました。井波出身の方
でした。
●地産地消で、地元の材料を使ったウィスキーづく
りがしたい。（全国に１０か所程度蒸留所あり）
●その中でも樽はとても重要で大切な原材料。
●一緒に連携をして取り組みをすすめたい
●既存商品の小樽はあるのですが、外国製（メキシ
コ）です。とてもよくできていますよ・・・
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日本のウイスキーの輸出金額

2020年には清酒を抜いて首位。

2010年比で約15倍の金額に
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単位 金額 : 百万円
国税庁 酒類の輸出動向より作成 11



オールミズナラ
新樽製造

Ｒ６年度
（２０２４）約
１１２箇所
１００％

Ｒ４年度
（２０２２）
約６０箇所
技術６０％

Ｒ２年度
（２０２０）
約３０箇所
３０％

BC加工
（樽を大きくする）

漏れの修繕
焙煎樽ミズナラヘッド

能登ヒバヘッド
地域PJ

樽の製造の技術レベルの遷移（上段年数、中断蒸留所数 下段 樽製造進捗
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ミズナラの確保と加工

樹齢１００年のミズナラ（富山県地内）

大割の製材

柾取りの製材



白太
（しらた）

赤太
（あかた）

■赤太
（あかた）

樽材として利用
できる部位
・大きい
・木目が細かい
・木目のうねり
が少ない

■白太
（しらた）
樽材には利用
できない部位

丸太の木口の状態

特に利用しや
し赤太部分



樽材の板にした状態の木口の状況



南砺市井波というブランド

• 伝統工芸として木工技術が発達

• 樽製造や修理が可能

• 樽の問い合わせ（中国、メキシコ、フランス、インド、シンガポール、スイス）

• 湿潤で自然豊かな環境
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全国に２箇所しかない、独立系クーパレッジ（樽工場）

井波「三四郎樽工房」を日本一の樽産地にします！
（２０２５年）
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ジソウ

「自」 「創」

「時」＋「想」

「地」 「走」

ジソウラボの名前の由来
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交通の課題をデータ活用により解決するラボ
です。井波の関係人口にとって便利な交通の
実現を目指し、自治体と共に事業を推進して
います。

起業家の伴走には商いの場所・住む場所も必
要では？との考えから店舗・住居に特化した
ラボです。同時に井波の空き家の課題解決に
取り組んでいます。

井波地域では後継者不足が深刻化しており、
必要とされるなりわいが廃業してしまう危機
を迎えている。その解決方法の一つとして、
家族以外へなりわいを承継する「継業」の仕
組みを推進する。

モリラボ（仮称）：南砺の豊かな森林資源を有効活用
し、新たな地産地消の仕組みを構築する。
ツクルラボ（仮称）：慢性的な職人不足が叫ばれてい
る昨今、新たな作り手と繋がるプラットフォーム構築
を目指す

地域内交通システムの確立
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空き家の利活用

生業の承継
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つくる人をつくる

Our Mission



プレイヤーが集まる場、井波

主体的に活動するま
ちづくりプレイヤー

林業家

不動産屋

建築家

ツアーコンダクター

井波 INAMI
彫刻師

建設エンジニア

WEBデザイナー

石屋

I T起業家

県外旅行会社

井波を面白いまち
として起業する人たち

コーヒーロースター

糸鋸師

醸造家

パン職人

オンデマンド交通

音響エンジニア

パティシエ

写真家

鋳物会社

県外まちづくり会社

県外建設会社

「一緒に課題解決を』
次々に生まれ繋がる輪
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参考資料
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ジソウラボとは

23

富山県井波を愛する、異業種の若手経営者チーム

23

“任期のない”まちづくりを目指し2020年に一般社団法人化



井波の由来は「水（源泉）」 源泉第１号 綽如上人

ORIGIN

約６３０年前に本願寺５代目綽如上人が旅の途中で、井戸（泉）を掘り当てたことから、この場所に瑞泉寺を建立し、

まちが生まれた。

市町村名語源辞典溝手理太郎東京堂出版
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Type text

外からの若者が、自身の技術を町民に知らしめる

WHO STARTED?

江戸時代後期、瑞泉寺の再建のために京都から呼び寄せられた青年、前川三四郎は、地域の人々に彫刻の技術を

知らしめる。これにより200名余りが従事する日本一の木彫産地が誕生。しかし本人は、消息不明
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POSITION 1. まちのパン屋さん
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01

募集から2週間で申し込み。東京の中目黒からご夫婦で移住し起業。」
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井波と歴史上の関りが深い、五箇山で過ごす学生時代に、
暮らす人の選択肢の鍵となる“交通”の重要性を実感し代表就任。

POSITION 2. モビリティプロジェクトマネージャー
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POSITION 3. 糸鋸士
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いとのこし
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ジソウラボメンバーとの運命的な出会いを経て、富山にUターンし開業。

POSITION 4. コーヒーロースター
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『自分のお酒で周りを幸せにするのが夢』という若者から手が上がり、2ヶ月で募集締め
切り。

POSITION 5. クラフトビール起業家
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家業でもある井波彫刻を広めたいと応募。ジソウラボメンバーの支援を受けて2023年4
月に起業。

POSITION 6. 地域商社
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